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はじめに 
 
 本稿では、偉大な詩人、哲学者であるアリシェール・ナワイーのパーソナリティーと彼の諸作品
における主人公の性質との共通点という観点が分析される。ナワイーの創作は世界の学者たちの
関心の的となった。本稿ではナワイー研究についても、多少ではあるが触れることとする。 
創作者とは、非常に難しい概念である。創作者のバイオグラフィーを、彼自身が創作した作品と
有機的に結び付けた研究は、文芸学において我々が今日まで注意を払って来なかった問題の側面
を理解するに際し、重要な媒介の役割を果たす。伝記的手法の確立者であるサント＝ブーヴが、
「どのような芸術作品であれ、これは語っている人物である。個人あるいは人間を作品から分けて
理解してはならない」1 と述べたように、創作者の人生とその内的世界における悲嘆や体験が、彼
の各作品に痕跡を残すのは明白である。元来、芸術作品とは、この創作者の思索を写したものであ
る。本稿ではいくつかの研究手法が用いられる。伝記的、歴史・比較的、分析的手法を交え、ナワ
イーのパーソナリティーに関わる情報が研究される。結論では、創作者個人と芸術的[作品の]主人
公との問題について諸意見が述べられる。 
 
創作者個人と時代の謎 
 
アリシェール・ナワイーの作品は、世界規模で非常に広範に普及している。彼の作品は数十の外
国語、特にペルシャ語、イタリア語、ドイツ語、フランス語、オランダ語、ハンガリー語、チェコ
語、ルーマニア語、ポーランド語、ヒンドゥー語、トルコ語、英語、ロシア語、グルジア語、アゼ
ルバイジャン語、トルクメン語、タタール語、ウクライナ語、ラトビア語などに翻訳され、幾度も
幾度も出版されてきている。19 世紀に東洋諸国を旅した西洋の学者たちや植民地国家行政で働い
ていた、類まれなる芸術の愛好家たちは、可能な限りナワイー作品の写本を自身の祖国に持ち去る
べく励んだ。結果、ナワイーの作品はイギリス、フランス、ドイツ、イタリアの美術館、図書館、
個人コレクションで数多く集められた。イギリス人東洋学者 Ch. リュウは、1888年時点でのロン
ドン収蔵品のカタログの中でこのことについて述べている2。 ヨーロッパの東洋学者たちのうちE. 
ブロシェ、M.[L.] ブーヴァ、E. ブラウンらも詩人[ナワイー]の諸マニュスクリプトを彼のパー
ソナリティーと結び付け、詳細に研究した3。 かくして 19 世紀に、ヨーロッパ東洋学とロシアに
                                                   
1 Сент-Бёв Ш.- О. Литературные портреты. М., 1970. С. 48. 
2 Rieu Ch. Catalogue of the Turkish Manuscripts in the British Museum. 1888. P. 273. 
3 Browne E. Literary History of Persia. Vol. III. Cambridge. 1969. P. 505. 
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おいて、偉大な詩人の創作とパーソナリティーに関する諸問題の研究への関心が起こったのである4。  
人類の視線を自身に向けさせうる真の芸術家は、世界文学の分野ではそれほど多く見られない。
なぜならば、このような天才が芸術創作において名声を博すことが、ひとえに文学のみならず、む
しろ民族の精神的思索において革新と向上との現出に貢献することは必然的であるためである。
このことは、全世界の東西諸民族の文学や生活においても数多見いだせる。アリシェール・ナワイ
ーは 550年以上、全世界の学者たちの視線を自身に惹きつけてきている。もちろん、ナワイーのよ
うな天才的詩人は偶然に生を受けるわけではない。このためには取りも直さず、形成された社会・
文明的環境および発展した政治的、経済的諸条件が必須であった。ナワイーは 15世紀の人物であ
るにもかかわらず、人間性の永久なる宇宙の輝きやむことない星となった。彼の創造的なパーソナ
リティーと世界観は、世界征服者アミール・ティムールが礎を築いた大ティムール帝国とそこでの
比類なき教育的、精神的向上とに強く関係している。 
ところで、文学が完全な文学として機能するためには、社会的安定と経済的繁栄、そして政治的
な側面で言えば自由が必須である。特に政治的不自由や思想的迫害は、天才的創作者が歩む道の障
害となる。なぜなら、38 年玉座にあったアミール・フサイン・バイカラは、ナワイーの親友、庇
護者であり、彼の創作にあって重要な地位を占めたためである。アミール・ティムールが、学者王
ミルザ・ウルグベクの命運においてどれほどか重要な役割を果たしたとするならば、ティムール家
のうちのフサイン・バイカラも、ナワイーのそのような昇華にあって特別な地位にある。ティムー
ルの時代に形作られた国家経営の手法は、ナワイーに常にインスピレーションを与えていた。 
世界のいかなる宗教、宗派、いかなる教義あるいは哲学的潮流は、人間の名誉尊厳を地に叩き付
けよ、侮辱せよとは教えない。残念なことだが、それにもかかわらず世界中で人権の蹂躙、人を人
とも思わず奴隷のように使役するような醜悪も皆無ではない。圧制と暴力は、宗教、民族、人種の
ようなことなどを認めない。正にその圧政と暴力に抗し弁じ得ること、およびそれに対して闘うこ
とこそ、創作者を成熟した天才へと転化させるのであり、彼の作品を天高く引き上げるのである。
アリシェール・ナワイーも、全生涯を正にその闘争に費やした天才の一人に数えられる。王朝を公
正でもって治めること、民を愛の眼差しをもって世話すること、常に彼らの利益を庇護すること、
これらはナワイーの創作の主要なモチーフとみなされた。彼の各作品にあっては、圧制的な王を公
正に誘い、民族の利益を庇護するよう訴えることは、第一の理念と目された。歴史資料によると、
ナワイーは沈着、非常に気前が良く、そして公正を好む性情であり、このことを自身の作品の核心
に浸透させた5。 サマルカンディーの『幸運なる双星の昇り』、ミールホーンドの『清浄の苑』、ホ
ーンダミールの『気高き道徳』などの史書には、このことについての例が数多ある。 
                                                   
4 Бертельс Е. Навои и Джами. Москва. 1965; Якубовский А. Черты общественной и культурной жизни эпохи 
Алишера Навои. Москва. 1946; Салье М. Книга благородных качеств и её автор. Ташкент. 1947; Köprülü M. Çağatay 
edebiyatı. İslam ansiklopedisi. 3. Cild. 24. cuz. İstanbul. 1945; Köprülüzade M. Türk dili ve edebiyatı hakkında araştırmalar. 
İstanbul. 1934; Саъдий А. Навоий ижодиёти ва ўзбек классик адабиёти тараққиётининг юксак босқичи сифатида. 
Тошкент. 1940. 
5 Абдуллаев В. Алишер Навоий Самарқандда. Тошкент. 1968; Ҳайитметов А. Навоий лирикаси. Тошкент. 1961; 
Исҳоқов Ё. Алишер Навоийнинг илк лирикаси. Тошкент. 1965; Бобур. Бобурнома. Тошкент. 1989. 
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アミール・ニザミッディン・アリシェール・ナワイ （ー1441－1501）は、テュルク世界全土の偉大
なる詩人、思想家、哲学者として、世界の芸術思想史において自らの地位を有する創作者である。
世界芸術の宝庫に加えられた彼の金字塔的作品と、15 世紀後半のティムール朝時代の学問・科学
と芸術の発展に加えた絶大な貢献とに敬意が払われている。 
テュルク諸民族の数千年に及ぶ国家統治の経験と豊かな精神的、文学的遺産は、モンゴルの侵略
の結果、根絶された。そのため、ティムール朝期においてテュルク系諸民族の歴史的、哲学的復興
は、非常な困難を伴った。さらにアミール・ティムールの宮廷であっても、テュルク語を公用語の
地位に向上させるのは、完全には成し遂げられずに終わった。ナワイーは、フサイン・バイカラの
時代にテュルク（ウズベク）語・テュルク文学の分野で旗幟を掲げ、全国の統治手法を一言語[テュ
ルク語]でなすことに達した。ティムールが最後まで達成しなかったことをアリシェール・ナワイ
ーは完遂し、テュルク語を公用語の地位に高めることへと達したのである。 
アリシェール・ナワイーの偉大さと民族史における貢献は、ひとえに彼が詩人であったというこ
とによってのみ示されるのではない。彼が芸術創作においてどれほど無比の存在であろうとも、学
問においても、すなわち学者としてもそれほどにまで無類である。『二言語の裁定』、『諸韻律の天
秤』、『友愛のそよ風』などの言語学、歴史学、神秘主義学に関する彼の学術作品は、今なお充分に
分析されてはいない。アリシェール・ナワイーの偉大で強力なパーソナリティーやスタイルは、彼
に先立つ全ての人々、そして同時代の全ての作家たちとは別格である。彼の精神的生活、人間の心
の奥底にある神聖な力を呼び覚ます力を与えうる能力は、他の者たちから区別される。正にそうし
た違いこそ、ナワイーの偉大さを確かのものとしたと述べても、誇張ではない。 
いかなる芸術作品であれ、それは、創作者の内的世界、精神的な国、遺産、独自に築いた国家で
ある。この国には自らの文明、法規、秩序、原則が存在する。芸術作品が独立した国であるなら、
それには自らの領域、境界、国境があって然るべきである。作者が用いた比喩、象徴的表現、そし
て隠喩的手段は、この境界の、条件が定められた「ロック」の務めを果たす。読者が、作者の用い
た「技法」を正しく理解し、条件が定められたロックに合致する鍵を見つけ出すことができるなら
ば、その時初めて作品は自らの境界を越えるのを許すのである。 
我々は大抵、芸術作品とその主人公について推量し、作品を分析、説明し、時にはそれを批判す
るのだが、何ゆえか、創作者個人やその人生を眼中には置かない。創作者もまた、血の通った生命、
生物学的、社会学的な存在である。我々がナワイーの諸作品の精神を研究する際、それらには著者
の個人的経験が詳細に反映していることに気づく。とりわけ、「『七つの遊星』という叙事詩におけ
るファッルフ王子のタイプをもって、詩人のパーソナリティーとの類似性が眼前に飛び出す。この
物語にまつわる恋愛詩における精神は、詩人の精神性と相互に非常に親しい」6ことを、 学者たち
は強調している。ファッルフは、自分の愛した乙女を最も親しい友人が愛していることを知って、
自身の愛を諦め、結婚せずに独り身でいることを決意する。自らの席を惜しみなく友のために空け
                                                   
6 Исҳоқов Ё. Алишер Навоийнинг илк лирикаси. Тошкент. 1965. Б. 71. 
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てくれる。彼のこうした高雅さを友さえ気づきもしない。正にそのような細部こそ、ナワイー自身
も未婚であったことに関するいくつかの不明点を解明しうるのである。 
フランスの学者 P. ヴァレリーは、「芸術的テキストの価値は、各読者によって個別の解釈の可
能性を与えうることにある」と述べた。「テキストは著者によって築かれた二次的な言語システム
である」7 なぜならば、それぞれの言葉の背景にある著者の心理にも常に注意を払わねばならない
ためである。ナワイーの作品を正当な方法で研究し、欠点を免れるために、彼を彼自身が生きた時
代と結び付けて研究しなければならない。芸術的テキストの根本的な支えは言葉だと目される。ナ
ワイーは、芸術的な言葉を二つの様式に区分していた。それは、散文と韻文である。伝統に従い、
彼は韻文（詩）に散文よりも重きを置いている。なぜならば散文が散漫なものである一方、韻文は
秩序立てられた言葉なためである。それを鑑みるに、後者の作用も独特である。この信念はニザー
ミーにも存在した。ナワイーはニザーミーの考えを強め、それをさらに発展させた。フスラウ・デ
フラヴィー[ナーセル・ホスロー]にあっては、言葉を芸術創作の範とする観点はない。そのため、
散文と韻文に関して格段の見解は存在しない。ナワイーは『篤信家たちの驚嘆』において、言葉に
関わるいくつかの命題を推し進めた。1) 言葉が人間の本質を指し示すこと、2) 言葉が人間の道
徳的な性質を示していること、3) 詩作品[に対する]散文の優越性を証明すること、である。ナワ
イーは散文独自の特徴を熟知していたため、また、その潜在的能力が詩作に比してより広大である
ことを理解していたため、ナワイーが一定の意味において明確な目的をもって幾度も幾度も散文
に頼ったのはもちろんのことである。上述の作品においてナワイーは人について語り、「言語能力
は人を獣から区別する特徴である、しかし、話をする人類誰しもが人であるとは言えまい。人間性
の主な特徴は、信仰、すなわち良心である」という卓越した英知を述べている。ナワイーは、「言
葉をただ善、善行に費やす必要がある、言葉が悪意をもって用いられるならば、災いをもたらすで
あろう、このような人間はムスリムではない」と見なしている。霊性、精神性、教養のような概念
は、ナワイーの気質の主な特徴であり、そしてこのことは彼の創作において主原則だと見なされ
た。ナワイーは、以下のように述べている：「人間の多くに人間性の外面があろうとも、人間性の
意味は[そこには]ない…このことに決して驚くなかれ。それぞれの都市には、肉体的にも精神的に
も人間性の誉れに値する人は指を折って数えられるほどしかいない。それ以外の者たちには外面
しかなく、彼らには感覚が欠如しているのである」陰謀、誹謗、離間、これらの欠点全ては言葉を
通じて生じるものである。人間は言葉を利用し、邪悪を増すあらゆる手段を利用する。言葉は人間
を殺害し、逆に再生させる力を具えた神聖な力と見なされている。言葉は祖国と財産を発展させ、
荒廃させる、言葉は大業を創り、醜悪な事件を生じさせる。そのため詩人は、言葉に関わる際に極
めて慎重になり、思慮深くアプローチする必要があることを重要な条件の一つとして強調するの
である。 
ナワイーは、人の完全性は、まずその人本人にかかっていると見なしている。すなわち、人は自
                                                   
7 Лотман Ю. Структура художественного текста. Москва. 1989. С. 122. 
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己に内在する負の特徴に基づいた欲望を自らの意志に従わせ得るならば、その時初めて完全性の
道に入る、なぜならこのことには容易には達していないためである。そのためにもナワイーは、人
にとって真の勇気とは茂みの中にいるライオンを打ち負かすことではなく、自らの体躯の中に生
きている欲望の犬を負かしうることにある、と見なしている。 
ナワイーの初期の散文作品のうち、『驚嘆の五部作』、『パフラヴォン・ムハンマド伝』、『サイイ
ド・ハサン・アルダシール伝』という作品はテュルク語で編まれ、そこでは当代の著名な知識人で
あるジャーミー、パフラヴォン・ムハンマド、サイイド・ハサン・アルダシールのバイオグラフィ
ーを創作するとともに、散文の最初の要素が生じた。ナワイーは人物描写の才能を鮮明に示してく
れた。これらの作品で総じて結合させられた精神は、東洋的ルネッサンス様式での執筆である。
『サイイド・ハサン・アルダシール伝』という作品に以下のような章句がある：「昇官主義は陶酔
のようなものである。しかし、それは葡萄酒の酔いとは異なる。葡萄酒を飲んで酔っ払った人は、
為すこと、[口にした]言葉を自制できない。ついには人々の心に不快をもたらし、正しくない振る
舞いをしてしまうかもしれない。人は酔いから醒めると、自らの行いを悔やむ。しかし、このよう
な酔いは、一日あるいは一瞬続くだけである。一方、権力への陶酔は、権力を手にするまで続くの
だ。人が権力を得て、自制をすれば良いが、地に足がつかず、欲に囚われるならば、数多の過ちへ
と進むのである」ナワイーは、我が世の春が到来して強い権力を手中にし、高官となっても、常に
国家と民の利益を最優先していた。自身の務めを公正と誠実とでもって果たしていた。ナワイーの
創作にあって、彼の全作品の間を [詩人として、そして政治家として両立させるべく両者を]線引
く理念は、彼をして他の創作者たちと一線を画せしめることに貢献している。ナワイーは、創作に
よって民に貢献しただけでなく、実際的な振る舞いによっても自身の偉大な務めを果たしたので
ある。 
ナワイーが類まれなる才能の持ち主であったことが、世界の著名な詩人たちとの比較によって
証明されるのは明白である。フィルダウスィーが『王書』を 30年で、ニザーミーもアゼルバイジ
ャン語での『五部作』を 30年で、フスラウ・デフラヴィーが自身の『五部作』を 6-7年で脱稿し
たとすると、偉大な才能を具えるナワイーは、自らの『五部作』を 2年も掛けずに創作した。フサ
イン・バイカラが与えた歴史的情報によると、ナワイーが壮大な作品の創作に直接費やした時間
は、実際には 6か月の期間であったという。 
ナワイーは、ティムール家王族のフサイン・バイカラに仕え、大臣の地位にあった時は、正義と
公正とをもって統治を行う際の王の助言者として貢献した。アストラーバード市[現ゴルガーン（イ
ラン）]を治めた時期に、この街を発展させ、常に正義の規範をもって事を遂行した。ナワイーは慈
愛と善行の点で、親切さと気前の良さの点で、そして謙虚さの点で比類なき性格の人であった。ホ
ーンダミールの『気高き道徳』という作品には、この事実を証明する事例が数多ある。ナワイーは、
常に自身を「土くれと等しく」みなし、戦争で捕虜になった人々へ常に慈悲を示し、さらに、衣服
に付いた蟻を巣まで持って行って置き[もどす]行状がホーンダミールの作品に記されている。ナ
ワイーが王宮の高い地位[大臣]に任じられた際、押印の儀が執り行われた。正にその儀式におい
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て、彼が筆頭大臣の地位にありながら、任官状の最下部、それより下には誰も押印できない箇所に
押印したことこそ、彼の謙虚さと人間性を証明する重要な事実だと見なされるのである。 
アリシェール・ナワイーは、莫大な土地・資産を有していた。彼は 1481年に自身の全資産を放
棄し、慈善施設、寄進財産を形成する。寄進財産、具体的にはヘラート境域内における建造物、イ
フラースィーヤ神学校、24の店舗、3-4の市場、大広場の中にある果樹園から得られた利益は、教
育施設、宿泊施設、そして修道僧、托鉢僧、窮乏者たちのために、孤児や寡婦たちの必要を満たす
ために十分に向けられた。これらの主な部分は学問、科学、文学を発展させるために費やされてい
た。ナワイーの物心両面での支援によって数十人の学者たちが学問に従事したことが史料に記さ
れている。歴史家たちは関心を湧き立てられ、絵画芸術の達人たちの作には格別の敬意が向けられ
た。ヘラートでは、ナワイーの個人的な企図と資金によって、ハラースィーヤ、シファーイーヤ、
ニザーミーヤのようないくつかの神学校と修道場が設立され、そこでは著名な学者たちが講義し
た。ナワイーは全生涯を通じて、民の利益のために憂え、自身をそのことに捧げた創作者の一人に
数えられている。民衆の飲用水のためにある需要を満たさせるために、20 近くの特別な貯水池を
開削させ、16 の橋と洪水を防止する 2 つの堤防を建設し、これらの建築はすべて、まず何よりも
一般民衆の利益に貢献したのである。 
ムハンマド・ハイダルの作品『ラシード史』において、ナワイーが学芸の士に示した気前良さに
関して、以下のように述べている：「当時にあって民の間から学識があり、比類ない知識人たちが
輩出されたことは、ナワイーの活動に負うところが大きい。彼は[高い地位の]官吏として莫大な富
を築き、それを民の需要のために少しも躊躇うことなく、神の報いを望んで、費やした。ナワイー
は力の及ぶ限り、彼に支援を求めてやって来た窮乏者たちや知識人・学者たちに庇護を与えた。自
らの資産から得られた全ての収益を、民草の豊かさのための福祉事業に費やした[」]ナワイーは、
彼の人生の本来の目的について以下のように記している：「幾度も荷をけん引したが、義務よりも
重い荷は見なかった」すなわち、人間の双肩にかかる最も重い荷物とは、義務の責任である、その
ことを誰しも忘れてはならないのである。 
アリシェール・ナワイーの創作を研究したカナダ人学者ハリー・ディックは、正に以下のように
記す：「我々は、我々の民族を育成するための真の意味での芸術家たちを必要としている。真の発
展とは外面にではなく、人の胸中にこそ起こらなくてはならない。我々は、ナワイーのような詩人
について我々の自言語でより多く語ること、そして人々が彼らから多くのことを学んで教訓を得
ることを一層要しており、このことを望むのである」 
Ａ. ナワイーはただ詩人であっただけでなく、自らの時代における偉大な政治家、哲学者でもあ
った。ナワイーは歴史学者として、『ペルシャ諸王史』と『諸預言者・諸賢者史』のような作品を
著した。宗教的モチーフによって執筆された『友愛のそよ風』、『ワクフィーヤ』、『40 のハディー
ス』、『書簡集』などの作品においては、様々な分野について社会的、政治的諸問題が語り進められ
ている。アリシェール・ナワイーは詩人伝『妙なるものたちの集い』において、芸術的文学に勤し
んだ 459 人の様々な職人[的詩人]たちの創作について語り進め、彼らによって生み出された作品
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の成果と欠点とが分析された。ナワイーの『二言語の裁定』という作品は、詩人の創作と、国の文
明的生活の歴史における彼の役割とに関する情報を与える事実として重要性を帯びている。それ
と同様に、前述の作品は、ナワイーの創作における学術的散文の美麗な模範としても貴重なモニュ
メントである。『二言語の裁定』においてナワイーは、自らの諸作品を、古ウズベク語[チャガタイ
語]とペルシャ語で創作された諸文学における豊かな伝統の土壌のもとで世に送り出したことを
幾度も幾度も強調している。 
世界の文芸学において、創作者個人に格段の注意が払われずに来たためもあって、学問上のある
問題が解決を見いだせずにあり続けていることは、今日自明のことである。ヨーロッパの文芸学
は、創作者個人の研究という問題に前世紀前半に着手したに過ぎない。[作者の]パーソナリティー
について語られる以上、創造的パーソナリティーと関わるある真実に言及がなされるのは、蛇足と
はなるまい。なぜならば、創作者各人は独自の特徴を具える者に他ならないからである。今日に至
るまで、ナワイー研究では詩人の創作を人物[ナワイー]と一体として検討することが研究の中核
[にはなく、そこ]からやや後退していた。あるいは、ナワイー研究における最重要課題のひとつは、
他民族・他宗教の代表的人物たちが詩人の創作を研究する際に、実際のところ、[彼ら]自身の尺度
や世界観から出発してアプローチする点である。ロシア人の学者たちのうち、バルトリド、ベルテ
リスらがナワイーの創作を研究するにあたり、[多方面ではなく]一方面からのアプローチを容認
したこと、創作者と時代とを互いに別々に検討し、そうした在り方に合致する結論を導き出したこ
とが、今日において明らかとなった。詩人たちが自身の考えを芸術テキストの力を借りて表現した
ことは明白である。つまり、著者と読者との間の架け橋の務めを芸術テキストこそが果たすのであ
る。ナワイーの作品中のそれぞれの行間には、著者の状態、気分、社会状況のような重大な要素が
横たわっているのであり、このことを注意しないわけにはゆかない。その際、イギリス人学者 R. 
ニコルソンの『イスラム神秘主義におけるペルソナの理念』[邦訳 1981年]という研究を思い返せ
ばよいだろう。その本のマンスール・ハッラージュ、イマーム・ガザーリー、そしてルーミーに割
かれた章は、読者に論争的な意見を生じさせている。本の序文の筆を執ったムスリム知識人のアフ
ィーフィーは、その本の中にあるデリケートな点を見出すことができ、「著者は、キリスト教神学
より得られたペルソナ理解を普遍化させ、その対照物をイスラム神秘主義より見出すことに全力
を費やした。しかしキリスト教の観点とイスラムの観点との間には並外れた相違が存在する」こと
を鋭敏に理解するに及び、この点を[ニコルソンの]作品の主な欠点として示した。我々が忘れては
ならないのは、アリシェール・ナワイーのパーソナリティーと作品の主人公たちの世界観とにおい
て相互に共通する側面が[既に]解明されたテキストを考慮から除外する状況が見られるというこ
とである。今日、ナワイー研究の前にある重要な課題のうちの一つとして[そうしたテキストを]考
慮することは妥当である。 
芸術的形象とは、他者を通じ自己を反映させることである。創作者は、その気性、性質、性格、
民族的特性、審美眼に基づき、形象と向き合う。創作者個人がどれほど多才で、完全であったとし
ても、彼が創り出している形象もまた、それ程まで複雑な特質のある外観を獲得することは明白で
48 
 
ある。同様に、自身は自由であり、その内面は全くもって独立した個人にとって、真の形象の創造
は運命的なものである。このように創作者の、人生や社会に対しての理解の様式は独特である。自
身が生きた時代に対しての[創作を通じた]反抗も独特なものとなる。内面は完全であり、パーソナ
リティーは自由であり、精神は堅固であり、信仰は確固とした創作者こそが、完全な人間の形象を
創出するのである。アリシェール・ナワイーは、自身の輝かしい才能によって、そのような偉大な
諸作品を創作するのに成功していた。対して彼の作品における美麗で勇壮な主人公たちは、一定の
意味において作者の飛散、散りばめられた「我」である。 
完全な作品のテキストは性質と比較できる。テキスト分析を通じ、我々は学問、科学にとって未
解明であったナワイーの周縁[として看過されてきた問題]を解明することができるのである。テ
キストの詩的研究と言うと、基本的に、理念と本質について議論を進めること、韻律、脚韻、芸術
について語ることと理解される。なぜならば、真の分析と説明は、テキストにある全てのもの、文
字の音価、音調、色彩の輝き[変調]などにも意味づけること、そして著者の個人的状況、精神的感
覚との関連において解明することを要するのである。一体、時代の精神、時間の息遣い、社会の苦
しみもまず初めに創作者個人に影響を及ぼし、[それが]彼から彼の作品に伝播することはバイタ
ルな過程である。東洋の偉大な詩人たちは、欲望の世界を自身の作品の先導的な主人公たちの生涯
を通じて表現する。ナワイーの創作における審美的で、理想的で、そして完全な人間の形象とは、
まず何よりも、作者が人生において自「我」を見出し、それにまい進することから成り立っている。 
詩人は自身の思考様式から出でて、自身の芸術的意図と理念を、作品に登場する主人公たちに託
す。作者の自「我」は、その理想的モデルであった芸術的形象に反映され、それらは作者の「我」
の願望や悔いを携えている。創作者の「我」は、我々が思う以上に複雑な構造を具えている。一人
の創作者のパーソナリティーをとっても、そこには自身の属する民族の言語、宗教、命運、慣習、
伝統などが具体化している。「浅薄な批評が、作者個人に内在する『人間』、彼の『我』に視線を向
けえないためもあり、歴史は彼の創作的遺産のみを鑑みて評価を与える」と伝記作家たちは考慮し
ている8。本来、作品の本質を理解する際に創作者の人生と命運とが鍵の務めを果たす9、というこ
とを我々は忘れてはならない。 
審美的理想は歴史的なカテゴリーと見なされ、各時代には自身の理想が存在する。審美的理想は、
創作者の審美的、芸術的趣向を自らに凝集し、彼の願望や悔い、希望などの総体化なのである。 
各々の読者は、アリシェール・ナワイーの精神的世界を、思考の範疇と理解の程度に従って、自
身に与えられた記憶力に比して理解し、知覚し、そして分析を加える。そのため、偉大な詩人、哲
学者であるアリシェール・ナワイーの創作の比類なき点は幾世紀を越えて、我々の心を愉悦で、精
神を光で、思索を輝きで満たし、聖なる驚嘆と精神的需要に転化してゆくのである。 
（小 野  亮 介 訳*） 
                                                   
8 Сент-Бёв. Ш.- О. Литературные портреты. М., 1970. С. 48. 
9 Борев Ю. Эстетика. М., 1981. С. 356. 
* 本稿の翻訳にあたっては、ウズベク語の表現についてファフリッディン・エルガシェフ氏（東京外国語大学
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